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1. 音楽療法の経験 
0大羽達郎(千大神経科インターン〉
石川民雄(木更津病院〉
レク療法の一環として音楽療法を 6ヵ月試みたが，文
献上，方法論および効果の判定に関し，詳細な報告例が
意外に少ないため独自のデーターの取り方を考案し，検
討を加え多少の知見を得た。
方法論について， 1)歌うことに対しての関心度を観
察し，判定基準の設定をする。主として 付)参加時の
態度， (ロ)集り方について。 2)患者の配置の工夫付)不
穏患者を周辺に置き看護者が付添う， (ロ)リー ダー グル
{プを前列， 開放患者を中心に配置する。 3)行なう時
間，付)病棟日課を考慮すること， (ロ)週 1"，，2回， 40分
程度が適当。 4)選曲には男女の好みの差，メロディー，
リズム感などを考慮する。 5)指導に当たっては， (ィ)患
者の中より， リー ダー ク、、ルー プの編成， (ロ)指揮者， 伴
奏者を別にする必要性がある，村一回に 7，-.，8曲，歌詞
は2番までが限度。
効果については，日常生活になごやかさと協調性が現
われ，疎通性の改善が認められた。 
2. 操うつ病のロールシャツハ所見について
佐藤尚信，黒田博夫(駒ケ根病院〉
操状態， うつ状態およびその両者からの寛解状態にお
けるローJレシャツハ所見を比較し，さらに正常者のそれ
とを比較検討したところ，おおよそ次のような結果を得 
Tこ。 
I 操状態では，反応の速度はかなり早くなっている
が，反応の量はむしろ正常以下で，内容も単純かっ
情緒に乏しい。 
2 うつ状態では，反応速度がいちじるしく遅くなり，
反応の量も減少するが，反応の質は良い。 
3 寛解状態の所見は反応速度がほぼ正常者と等しく
なる以外は， うつ状態の所見とほとんど変らない。
操うつ病の寛解状態をロールシャツハ所見から見る
と，シュプーJレロスに治るものかどうか疑問を持たざる
を得ない。 
3. 芳香族アミノ酸トランスアミナーゼの脳内分布
仙波恒雄〈千大神経科〉 
Rat脳を用い， phenylalanine-，Tyrosine-，DOPA-， 
ふhydroxytryptophan(5 HTP)-，Tryptophan-Trans-
aminaseの Subcellular distribution について報告
した。結論 ① Total activityにおいて， Tyrosine 
Transaminaseが最も活性が高い。②各 Transaminase
の60，-，80.9%は crudeMitochondrial Fractionに分
布する。③ TyrosineTransaminaseとDOPATrans-
aminaseの各 Fractionの分布はきわめて類似した。 
④ Phen y lalanine Transaminaseは TyrosineTrans・ 
aminaseの分布とは異なり， Soluble Fractionに高い
分布を示した。⑤ 5-HTPTransaminaseは， M2 Frac-
tion (Synaptic vesicles) において， 他の Trans-
amlnaseのうち最も高い分布を示した。⑥ Serotonin 
代謝に関し考察を加えた。 
4. 脳腫療近接神経組織にみられた興味ある電顕像に
ついて
小泉準三(千大神経科〉
人脳腫蕩 (metastaticcarcinoma 2例， glioblastoma 
4例， astrocytoma 1例， mixed glioma 1例〉近接神
経組織の biopsyについて電顕を用いて検索した。 
① 脳腫蕩，ことに metastatic carcinomaおよび 
glioblastoma近接神経組織における reactiveastrocyte 
の細胞質と突起，血管内皮細胞， perivascular cellな
どにきわめて豊富な glycogen頼粒を認めた。これは腫
蕩増殖に伴う astrocyteの代謝障害によるものと推定さ
れる。そしてとくに astrocyticperivascular end-feet 
と血管壁に glycogenが蓄積されていることから，増量
した glycogenが血脳通路を介して血管方向へ運ばれて
いるものとも解釈される。② astrocytomaの近接神経
組織に neuronを取り巻く concentric lamina tionが
みられた。これは reactive oligodendrogliaの細胞膜
